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左からアニー・ランドルフ記念講堂、W1棟、W2棟、2016年に竣工したW3棟。
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センターコート中央に位置する
エラ・ヒューストン記念礼拝堂と
N1棟。

N1棟に沿って円弧を描くN2棟。N1棟と同じく地上6階建ての講義棟。

金城学院大学
N1棟／N2棟／W3棟／
エラ・ヒューストン記念礼拝堂

新世紀のキャンパス
Campus of New Century

エラ・ヒューストン記念礼拝堂内部。正面に光の十字架を配する卵型の空間。
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連携や交流が生まれにくいデメリット
があり、四年制大学としてはそぐわな
い面が出てきた。学生が授業以外で
過ごせる場所が少なく、キャンパス滞
在時間が短い傾向もあったという。今
回の整備計画で、学生が勉強したり友
達と話したりする場所を多く作ったほ
か、キャンパスの中心に礼拝堂を、そ
れを囲む形で校舎を配置することで、
人が周遊しやすいよう、動線設計その
ものを変更した。センターコートと言
われる円形広場の要所の建造物とし
て1期に竣工したのがN1棟・N2棟と、
まさにキャンパスの中核たるエラ・ヒ
ューストン記念礼拝堂だ。金城学院大
学は建学以来、福音主義キリスト教に
基づく女子教育を追求してきた大学で
あり、礼拝堂はその精神が息づく場所
なのである。なお、1期に完成したこの
3棟の建物は、第23回愛知まちなみ建
築賞を受賞している。
「安全で使いやすく、質の高い教育・

研究環境の整備」が意味するのは、女
子学生が安心安全に学べる場の整備、
過ごしやすく快適な空間設計、学生の
居場所になるスペース活用、専門性の
高い授業に対応できる最新機器導入
等、幅広い。教育・研究環境の整備は

学生募集力にも寄与し、良質な教育提
供に大きな役割を果たす。学生にとっ
て日常過ごすキャンパスの在り様は、
学問内容と同様に極めて重要だ。小
誌「進学ブランド力調査2016」でも、金
城学院大学は東海圏女子対象で、イメ
ージ項目「キャンパスがきれい」の1位
を獲得した。

最後に「自然と共生する環境配慮型
キャンパスの整備」である。大学キャ
ンパスは名古屋の中心地である栄から
電車で15分程度だが、広大な敷地に豊
かな自然環境を有しており、自然との
共生を図るため、学生を中心にした「金
城里山コンサベーション（KSC）」が、大
学の里山整備を積極的に行っていると
いう。2期に竣工した西エリアのW3棟
では、森の中のキャンパスをそのままコ
ンセプト（WEST WOOD＝西の森）に
した学生食堂「LILY WEST」もオープ
ンした。

従来の伝統あるブランド力に加え、
きれいで居心地の良いキャンパスで学
生の学内滞在時間や交流は確実に増
加し、充実した教育環境で仲間と勉学
に励む正のスパイラルが回り始めた。
KMP21の完成が今から楽しみである。

 （本誌　鹿島 梓）

金城学院大学は東海圏有数の女子
大である。学院の起源は1889年に遡
る伝統校だ。2009年度の学院120周年
を機に策定した中期計画の一環とし
て、2011年度に「金城学院キャンパスマ
スタープラン（KMP21）」を決定した。
老朽化が進んでいたキャンパスを中長
期的に整備する、全3期に及ぶ大規模
計画だ。奥村隆平学長は「1つのフェー
ズが完成した時点で振り返り、社会や
時代に照らして課題や懸念事項をクリ
アにし、必要に応じて計画を修正して
いく柔軟な計画です」と話す。1期・2期
はそれぞれ2014年度・2015年度に終了
し、現在は2020年度以降の完成を目指
し、3期の整備に着手している。

KMP21のコンセプトは3つ。「多様
な交流を促す空間の創出」「安全で使
いやすく、質の高い教育・研究環境の
整備」「自然と共生する環境配慮型キ
ャンパスの整備」である。

まず「多様な交流を促す空間の創
出」について。短大が併設されていた
時代（2002年に募集停止）は、食物・被
服・児童保育等の専攻ごとに棟が分か
れ、日当たりのよい南向きに一直線に
並んでいたという。各棟で学びが完
結するメリットがある反面、横断的な
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N棟1階のリリーノース。約500席を有する学生食堂。女子大らしく、サラダや
お惣菜の量り売りコーナーも。取材時は和菓子フェアが催されていた。

N1棟2・3階にあるスタジオ。国際情報学科のテレビ番組撮影・編集・放送
のほか、日本語日本文化学科のアナウンス技術論の講義で使用される。

W3棟のパウダールームは、環境デザイン学科学生のデザインが取り
入れられている。

高い天井の解放感あるW3棟エントランス。

W3棟1階のリリーウエスト。
学生の意見をデザインに取り
入れた、ナチュラルなカフェ
スタイルの学生食堂だ。

N2棟3階の子ども学教材開発室。幼稚園・保育園・小学校の教室を
模したエリアがあり、現代子ども学科の学生が現場さながらの環境で
実践力を育むことができる。

N棟1階のリリーハーモニー。音楽芸術学科の演奏会ほか、講演会やプレゼンテーション
等を行う音楽ホールで、客席数は約200席。優れた音響設計で、壁や天井も角度設計され
た波形になっている。

N1棟3階のラーニングコモンズ。プレゼンテーションエリア、グループワークエリア、ミーティングエリアに分かれる。

http://souken.shingakunet.com/college_m/
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